
京たなべ京たなべ京たなべ
市の人口

市
は
、
市
民
記
念
植
樹
祭
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
１９
日
㈯
午
前
１１

時
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
花
見
山

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、
左

表
の
慶
事
に
該
当
す
る
人

植
樹
樹
木
＝
紅
梅
（
コ
ウ
バ

イ
）
ま
た
は
白
梅
（
ハ
ク
バ
イ
）

定
員
＝
１２
組

多
数
の
場
合
は
、
３
月
２８

日
㈮
午
後
２
時
か
ら
市
役
所

３
０
５
会
議
室
で
抽
選
を
行
い

ま
す参

加
費
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
施
設
管
理
課
に

あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
間
＝
３
月
３
日
㈪
～

２０
日
㈭
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
施
設
管

理
課
（
☎
６４
・
１
３
４
２
）

平
和
都
市
推
進
協
議
会
は
、

京
田
辺
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

に
ち
な
ん
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
や
生
命
の
尊
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
こ
ど

も
平
和
映
画
会
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
３
月
１５
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
か
ら
（
開

場
は
午
前
９
時
３０
分
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
ア
ニ
メ
映
画
「
あ
し

た
元
気
に
な
～
れ
！
～
半
分
の

さ
つ
ま
い
も
～
」（
９０
分
）
を

上
映実

話
を
基
に
、
東
京
大
空
襲

で
家
族
６
人
を
亡
く
し
た
小
学

５
年
生
の
少
女
が
戦
災
孤
児
と

な
り
、
幼
い
な
が
ら
懸
命
に
生

き
る
姿
を
描
い
た
作
品
で
す
。

参
加
費
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
平
和

都
市
推
進
協
議
会（
総
務
室
内
、

☎
６４
・
１
３
３
７
）

「
し
ょ
っ
か
い
さ
ん
（
食
改
さ

ん
）」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

京
田
辺
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
。
昭
和
５９
年
の
創
立
か
ら
、

今
年
で
３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
連
載
す
る
「
食
改

い
き
い
き
レ
シ
ピ
」
で
は
、
食
卓

に
彩
り
を
添
え
る
お
い
し
い
献
立

を
紹
介
。
ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室
な
ど

を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

「
食
」
の
大
切
さ
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

１
月
２８
・
２９
日
、２
月
４
・
５
日
、

田
辺
東
小
学
校
で
５
・
６
年
生
を

対
象
に
食
育
教
室
が
開
か
れ
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
や
朝
食
を

欠
か
さ
な
い
こ
と
の
重
要
性
を
指

導
。
４
・
５
日
に
は
、
５
年
生
に

栄
養
を
考
え
た
お
好
み
焼
き
「
満

点
焼
き
」
の
作
り
方
を
教
え
ま
し

た
（
＝
写
真
）。

同
協
議
会
発
足
当
時
か
ら
活
動

す
る
中
島
圭
子
さ
ん
は
「
３０
年
の

活
動
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
人

と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
相

手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

1 月 23 日、コミュニティホールで開
かれた市食生活改善推進員協議会創立
30 周年記念式典での記念撮影。最近で
は、男性も加わり活発に活動されていま
す。生き生きとした “ しょっかいさん ”
の笑顔がとても印象的でした。
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知症勉強会・懇談・交流 300 円
☎で申し込み問社会福祉協議会

（☎ 62-2222）

国立国会図書館小展示
ニッポンの酒造り
2 月 20 日㈭～ 3 月 29 日㈯（日
曜日・祝日・3 月 19 日㈬を除く）
10 時～ 18 時、国立国会図書館関
西館（精華町） 近代以降の酒造
りの変遷を所蔵資料でたどります。
3月 15 日㈯には講演会もあり 無
料問国立国会図書館関西館（☎ 98-
1341）

エネルギーと地球環境を
学ぶツアー
2 月 22 日㈯ 8時 30分、JR松井
山手駅前タウンプラザ集合（17 時
30 分ごろ解散） 小学校 3～ 6年
生と保護者 行き先＝大阪ガスのガ
ス科学館（大阪府高石市）・大阪市
立科学館。弁当・水筒を持参 先着
55人 2,000 円。大人は 2,500 円
☎・ＦＡＸで、学年・氏名・保護者氏名・
☎・住所を連絡問NPO法人京田辺
市まちづくり協会・原田（☎ 080-
3107-3529、ＦＡＸ 62-3799）

中央市民大学公開講座
3 月 7 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分
市内に在住・通勤・通学する大学
生以上の人 テーマ＝今日から始め
る防災対策 無料 保育（満 1歳
～就学前）を希望する人は 2月 22
日㈯までに☎問中央公民館（☎ 62-
2552）

上級救命講習
2 月 23 日㈰ 9 時～ 17 時、消防
署 市内に在住・通勤・通学する普
通救命講習を修了した人 成人・幼
児・乳児に対する心肺蘇生、AED（自
動体外式除細動器）の使用方法、止
血法、傷病者の管理法、外傷の手当
要領、搬送法などの講習。一定以上
の技術を習得した人には修了証を発
行 15人 無料 前日までに☎問
▼消防署（☎ 63-1125）▼消防署
北部分署（☎ 65-0119）

自衛隊受験説明会
2月 25日㈫17時 30分～19時、
市商工会館 受験説明・個別相談
無料問自衛隊京都地方協力本部宇治
地域事務所（☎ 44-7139）

市民ねっと楽学塾
2月 27日㈭10時～11時 30分、
社会福祉センター テーマ＝京田辺
のほとけたち。講師＝市職員 先着
50 人 無料問まちづくり市民ねっ
と京田辺・河内（☎ 090-6753-
2988）

第12回ボランティア
ふれあいまつり
3 月 1 日㈯ 10 時～ 15 時、社会
福祉センター 市内ボランティアグ

市
は
、
市
民
と
大
学
生
が
交

流
す
る
「
同
志
社
大
学
多
々
羅

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
行
こ
う
～
ア
カ

ペ
ラ
演
奏
を
楽
し
も
う
～
」
を

開
き
ま
す
。

学
生
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
演
奏

の
後
は
、
参
加
者
も
一
緒
に
ア

カ
ペ
ラ
を
体
験
し
ま
す
。
人
の

声
だ
け
を
使
っ
て
音
楽
を
奏
で

る
楽
し
さ
を
共
有
し
ま
せ
ん

か
。日

に
ち
＝
３
月
８
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０

分
（
開
場
は
午
前
９
時
３０
分
）

場
所
＝
同
志
社
大
学
多
々
羅

キ
ャ
ン
パ
ス

出
演
＝
同
志
社
大
学
公
認

サ
ー
ク
ル
「OneVoices

」

参
加
費
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要

保
育
を
希
望
す
る
人
は
２
月

２４
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課

（
☎
６４
・
１
３
１
４
）

春休み幼児・小学生
短期水泳教室
3 月 27 日㈭～ 4月 4 日㈮（3月
29 日㈯・30日㈰・4月 2日㈬を除
く）12 時 30 分～ 13 時 30 分、田
辺公園プール 4歳～小学生 泳
力ごとに指導 50 人。多数の場
合は 3 月 4 日㈫ 11 時から抽選
5,000 円 か往復はがきで 2 月
17 日㈪～ 28 日㈮に申し込み。来
館の場合ははがきを持参問田辺公園
プール（〒 610-0331 京田辺市田
辺丸山 8、☎ 65-3113、 pool@
kyotanabe.jp）

訂正とお詫び
広報京たなべ 2月 1 日号 8 面の
図書館だより・中央図書館おはな
し会で 3月 2 日㈰の時間を「午後
11時～」としていましたが、「午前
11 時～」の誤りでした。訂正して
お詫びします問中央図書館（☎ 65-
2500）

ループの活動紹介・展示・模擬店・
ステージ発表・体験コーナーなど問
社会福祉協議会（☎ 62-2222）

労災職業病相談会
3 月 8 日㈯・9 日㈰・15 日㈯・
16日㈰ 10時～ 15時、社会福祉セ
ンター 市内に在住する人 石綿・
じん肺・振動障害・騒音性難聴など
職業病についての相談会 無料問全
日本建設交運一般労働組合関西支部
（☎ 06-6886-3915）

史跡探訪
3 月 8 日㈯ 9 時、近鉄宮津駅集
合（15時ごろ解散）。小雨決行 コー
ス＝近鉄宮津駅→白山神社→佐牙神
社→山崎古墳群跡→山崎神社→山本
公民館（昼食）→山本駅跡→寿宝寺
→近鉄三山木駅。昼食・水筒・雨具
などを持参 300 円。拝観料を含
む問文化協会（中央公民館内、☎
62-2552）

ふるさとﾐｭｰｼﾞｱﾑ山城
文化財連続講座
3 月 8 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
30 分、府立山城郷土資料館（木津
川市） テーマ＝南山城の民俗。今
年度最後の文化財連続講座です
200 円問京府立山城郷土資料館総
務課（☎ 86-5199）

教育講演会と
みんなのしゃべり場
3 月 8 日㈯ 18 時～ 21 時、木津
川市中央交流会館 テーマ＝困った
子は困っている子～発達障害につい
て考える～。講師＝北九州市立大学
教授の楠凡之さん 無料問京都南部
少年・少女自立支援の会「青空」、佐々
木（☎ 080-2502-5159）

下水道の事業計画
変更案の縦覧
2 月 28 日㈮～ 3 月 14 日㈮ 8 時
30分～ 17時（12時～ 13時、土・
日曜日を除く）、上下水道部事務所
公共下水道計画の変更（松井古川
公園などの編入）のための下水道事
業計画変更案の縦覧。同計画案につ
いての意見提出もできます問下水道
課（☎ 64-1352）

工業統計調査
速報発表は9月に
工業統計調査に回答いただきあり
がとうございました。経済産業省か
ら平成 26年 9月下旬に速報が出さ
れます問総務室（☎ 64-1337）

住宅用火災警報器
設置・点検しましょう
すべての住宅には、住宅用火災警
報器の設置が義務付けられていま
す。大切な命や財産を守るため、寝
室・階段・台所などに設置しましょ
う。設置後は、1カ月に 1回または
3日以上留守にしたときは、正常に
作動するか点検しましょう。なお、
消防署から販売・点検業者を派遣す
ることはありません問消防本部（☎
63-7826）

眠れていますか
睡眠と心身の健康
3 月 13 日㈭ 13 時 30 分～ 16 時

（開場は 13時）、社会福祉センター
睡眠の大切さと心の病・簡単なリ
ラクゼーション法の講演。講師＝仏
教大学保健医療技術学部教授で精神
科医の漆葉成彦さん ☎かＦＡＸ・はが
きに氏名・住所・連絡先を書いて、
3月 10 日㈪までに申し込み。手話
通訳を希望する人は 2月 28 日㈮ま
で問障害者生活支援センターふらっ
と（〒 610-0334 京田辺市田辺中
央 1-1-5BIT ダイエイビル 5階、☎
68-1070、ＦＡＸ 68-1071）

認知症介護者交流会
3 月 9 日㈰ 14 時～ 16 時、中部
住民センター 認知症の人を介護し
ている人。介護の経験がある人 認

全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
京
田
辺
実
行
委
員
会
は
、
学
生

が
京
田
辺
市
の
政
策
を
考
え
提
言
す
る

「
第
８
回
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
」を
開
き
ま
す
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
国
の
大
学

生
・
大
学
院
生
が
本
市
に
集
い
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学
生
ら
し
い
自

由
な
発
想
で
政
策
に
つ
い
て
議
論
し
ま

す
。
期
間
中
、
学
生
が
市
内
で
資
料
収

集
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
政
策
の
発
表
を

行
い
、
優
秀
作
品
を
選
び
ま
す
。
審
査

で
は
会
場
の
み
な
さ
ん
も
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
学
生
の
考
え
る
新
鮮
な
政
策

を
聞
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
＝
３
月
４
日
㈫
▼
午
前

９
時
３０
分
か
ら
、
政
策
提
言
発
表
会
▼

午
後
２
時
３０
分
か
ら
、
講
演
会
▼
午
後

３
時
３０
分
か
ら
、
審
査
発
表
・
表
彰
式

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地

ロ
ー
ム
記
念
館

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

参
加
費
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要

問
合
せ
先
＝
全
国
大
学
ま
ち
づ
く

り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
実
行

委
員
会
（
市
民
参
画
課
内
、
☎
６４
・

１
３
１
４
）

同
志
社
大
学
は
、
京
田
辺
校
地
に
あ

る
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

生
涯
学
習
や
研
究
に
、
専
門
書
が
豊

富
な
大
学
の
図
書
館
を
活
用
し
ま
せ
ん

か
。対

象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る
２０

歳
以
上
の
人

利
用
期
間
＝
４
月
１
日
㈫
～
平
成
２７

年
３
月
３１
日
㈫

貸
出
冊
数
・
期
間
＝
▼
開
架
図
書
…

５
冊
・
２
週
間
▼
閉
架
図
書
…
５
冊
・

１
カ
月

利
用
で
き
る
施
設
＝
閲
覧
室
・
点
字

室
・
対
面
朗
読
室
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

同
大
学
の
学
生
の
利
用
を
優
先
し
ま

す
。
ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
相
談
・
ほ

か
の
機
関
か
ら
の
資
料
取
り
寄
せ
・
図

書
の
購
入
希
望
・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員
＝
１
５
０
人

書
類
選
考
の
上
、
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。

利
用
料
（
年
間
）
＝
６
千
２
０
０
円

申
請
方
法
＝
中
央
図
書
館
（
分
室
を

含
む
）・
市
民
参
画
課
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド

記
念
図
書
館
に
あ
る
申
請
書
に
、
３
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
正
面
・
脱

帽
、
縦
３
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
り
、
市

内
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
社
員
証
な

ど
）
と
８０
円
切
手
を
添
え
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い

本
人
以
外
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
４０
分

し
め
き
り
＝
２
月
２５
日
㈫

３
月
１０
日
㈪
以
降
に
利
用
決
定
者
へ

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
３
月
２７
日
㈭
・

２８
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時
４０
分
に

利
用
料
を
納
付
し
、
利
用
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学

ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
（
同
志
社
大

学
学
術
情
報
課
内
、
☎
６５
・
７
２
４
０
）

市
観
光
協
会
は
、
３
月
３
日
㈪
か
ら
「
京
田

辺
味
の
名
店
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
行

い
ま
す
。

京
田
辺
ブ
ラ
ン
ド
一
休
品
の
取
扱
店
に
あ
る

ス
タ
ン
プ
を
３
つ
以
上
集
め
た
人
の
中
か
ら
抽

選
で
、
京
田
辺
ブ
ラ
ン
ド
一
休
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
は
「
昔
な

つ
か
し
写
真
展
」・「
京
田
辺
お
も
し
ろ
ク
イ
ズ
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
１
名
に
普
賢
寺
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
当

た
る
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
＝
一
休
品
取
扱
店
９
店

舗
、
花
見
ウ
ォ
ー
ク
特
設
所
（
４
月
６
日
㈰
の

み
）応

募
方
法
＝
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kyotana.be/

）・
一
休
品
取
扱
店
・

市
観
光
案
内
所
に
あ
る
専
用
用
紙
に
、
ス
タ
ン

プ
を
３
つ
以
上
集
め
て
持
参
・
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
ス
タ
ン
プ
３
つ
で
１
口
と
し
、
１
人
３

口
ま
で
応
募
で
き
ま
す

し
め
き
り
＝
５
月
３１
日
㈯
（
必
着
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
観
光
案
内
所

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央

４
・
３
・
３
、
☎
６８
・
２
８
１
０
）

い
じ
め
が
な
く
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
い

ら
れ
る
学
校
を
目
指
し

て
、
培
良
中
学
校
の
生
徒

が
「
い
じ
め
追
放
宣
言
」

を
ま
と
め
、
全
校
で
採
択

し
ま
し
た
。

同
宣
言
は
、
形
だ
け
の

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、

生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
や
本
音
を
何
度
も
話

し
合
い
、
約
２
カ
月
間
か

け
て
作
り
上
げ
た
も
の
。

１
月
３０
日
に
開
か
れ
た

全
校
集
会
で
、
生
徒
会
役

員
が
「
互
い
の
こ
と
を
認

め
合
い
、尊
重
す
る
」「
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
」

「
い
じ
め
を
し
な
い
、
加

担
し
な
い
」
と
す
る
３
項

目
の
宣
言
を
読
み
上
げ
、

全
校
生
徒
は
大
き
な
拍
手

で
承
認
し
ま
し
た
（
＝
写

真
）。

学
生
の
視
点
か
ら
提
案
さ
れ
る
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
に
耳
を
傾
け
て
み
て
は

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化

促
進
協
議
会
と
け
い
は
ん
な
プ
ラ

ザ
・
プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
は
、
若
手
音
楽
家
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
華
や
か
な
演
奏
を
披
露
す

る
「
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
プ
チ

コ
ン
サ
ー
ト
in
京
田
辺
」
を
開
き

ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
鑑
賞
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
３
月
８
日
㈯
午
後
２
時

～
３
時
４５
分
（
開
場
は
午
後
１
時

３０
分
）

場
所
＝
市
商
工
会
館
キ
ラ
ラ

ホ
ー
ル

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

出
演
・
曲
目
＝
▼
佐
々
木
綾
乃

（
ホ
ル
ン
）・
小
笠
原
梨
恵
（
ピ
ア

ノ
）
…
ホ
ル
ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第

１
番
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
な
ど

▼
歌
と
ピ
ア
ノ
の
女
性
グ
ル
ー

プ「Lumière

（
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
）」

…
ふ
る
さ
と
の
四
季
メ
ド
レ
ー
な

ど
曲
目
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

座
席
数
＝
１
８
０
席
。
混
雑
時

は
入
場
を
制
限
し
ま
す

問
合
せ
先
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ

ザ
・
プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
事
務
局
（（
公
財
）
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
推
進
機
構
内
、
☎

９５
・
５
１
０
５
）



と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
神
楽
を
通

し
て
地
域
の
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
の
劇
団
が
、
京
田
辺
の
新
た
な
民

俗
芸
能
と
み
ん
な
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ

さ
い
。

た
ち
が
育
て
た
黒
豆
の
種
は
、
来

年
の
黒
豆
作
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

こ
の
つ
な
が
り
が
ず
っ
と
続
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
普
賢
寺
小
で
学
ん
だ
こ
と
◆

み
ん
な
が
、
お
互
い
の
名
前
を

呼
び
合
え
る
信
頼
感
が
普
賢
寺
小

の
一
番
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
あ
お

ぞ
ら
グ
ル
ー
プ
や
学
年
で
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
「
協
力
」
と
い
う

大
き
な
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

で
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」・「
畑
の
学

校
」
が
で
き
て
、
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
今
後
も
普
賢
寺
小
ら
し

い
文
化
・
伝
統
が
続
い
て
ほ
し
い

で
す
。
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

図書館だより ☎ 65-2500
中
央
図
書
館
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た

本
や
古
く
な
っ
た
雑
誌
を
無
料

で
提
供
す
る
、
図
書
館
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
▼
３
月
８
日
㈯
午
前

８
時
～
正
午
▼
３
月
９
日
㈰
午

前
１０
時
～
午
後
５
時
▼
３
月
１１

日
㈫
・
１２
日
㈬
午
前
１０
時
～
午

後
６
時

場
所
＝
中
央
図
書
館

当
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
館
は
お
控
え
く
だ
さ

い
。
３
月
８
日
㈯
の
み
、
車
以

外
で
来
館
し
た
人
に
は
持
ち
帰

ら
れ
る
資
料
を
一
時
預
か
り
し

ま
す
。

内
容
＝
図
書
館
の
古
く
な
っ

た
本
な
ど
を
希
望
者
に
差
し
上

げ
ま
す
（
初
日
の
み
１
人
３０
冊

以
内
）。
入
場
に
は
貸
出
券
が

１
人
１
枚
必
要
で
、
再
入
場
は

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
館

内
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
中
央
図
書
館

（
☎
６５
・
２
５
０
０
）
▼
北
部
分

室
（
☎
６３
・
０
４
９
９
）
▼
中

部
分
室
（
☎
６４
・
８
８
３
３
）

近
畿
日
本
鉄
道
は
、
大
阪
・
京

都
・
奈
良
・
三
重
・
愛
知
を
つ
な

ぐ
、
私
鉄
の
最
長
路
線
・
最
多
駅

数
を
誇
る
鉄
道
会
社
で
す
。
沿
線

に
は
、
平
城
宮
跡
や
東
大
寺
な
ど

た
く
さ
ん
の
寺
や
神
社
、
史
跡
や

景
勝
地
が
あ
り
ま
す
。

本
書
で
は
、
近
鉄
沿
線
に
あ
る

史
跡
や
景
勝
地
な
ど
の
謎
を
、
複

数
の
著
者
が
分
か
り
や
す
く
解

説
。
古
代
史
に
関
わ
る
歴
史
か
ら

現
代
の
観
光
地
ま
で
、
幅
広
い
内

容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

近
鉄
沿
線
に
あ
る
ち
ょ
っ
と
し

た
「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
１
冊
で

す
。

▼ 3月 15 日㈯…春の雪▼ 3月 29 日㈯…卒業
いずれも午前 10 時 30 分から。

◆
あ
お
ぞ
ら
グ
ル
ー
プ
◆

あ
お
ぞ
ら
グ
ル
ー
プ
で
は
、

１
～
６
年
生
が
一
緒
に
活
動
し

ま
す
。
６
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
、
メ
ン
バ
ー
同
士
仲
良
く

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。

４
月
、
新
１
年
生
を
迎
え
「
グ

ル
ー
プ
び
ら
き
」
を
行
い
ま
す
。

７
月
は
、
緑
の
風
作
業
所
・
ふ

く
ろ
う
工
房
の
み
な
さ
ん
と
夏

祭
り
を
、
１０
月
の
運
動
会
で
は

「
赤
白
対
抗
綱
引
き
」
の
中
で
、

全
学
年
で
声
を
掛
け
合
い
綱
を

引
き
ま
し
た
。
１
月
３１
日
に
は

大
縄
跳
び
大
会
を
行
い
、
高
学

年
が
低
学
年
に
「
八
の
字
跳
び
」

小
規
模
特
認
校
・
普
賢
寺
小
学
校
で
は
、
１
～
６
年
生
が
グ
ル
ー

プ
で
活
動
す
る
「
あ
お
ぞ
ら
グ
ル
ー
プ
」
や
、
６
年
生
が
地
域
の
人

と
農
業
体
験
す
る
「
畑
の
学
校
」
な
ど
特
色
あ
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

今
号
で
最
終
回
と
な
る
普
賢
寺
小
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
６
年
生
が
今

ま
で
の
学
校
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
普
賢
寺
小
学
校
（
☎
６５
・
０
０
５
３
）
▼
教
育
総

務
室
（
☎
６４
・
１
３
９
１
）

社
会
福
祉
協
議
会
は
１
月

１５
日
、吉
本
興
業
㈱
企
画
・「
住

み
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

京
都
府
芸
人
の
落
語
家
・
月

亭
太
遊
さ
ん
と
漫
才
コ
ン
ビ
・

タ
ナ
か
ら
イ
ケ
ダ
を
中
心
に
、

石
井
市
長
、
事
業
者
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
同
志
社

大
学
生
な
ど
で
「
ふ
る
さ
と

劇
団
と
ん
ち
ん
か
ん
ち
ん
座
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
第
２０
回

社
会
福
祉
大
会
で
公
演
を
行

い
ま
す
。

公
演
は
「
こ
こ
は
！
み
ん

な
の
き
ょ
う
た
な
べ
♥
～
ひ

と
り
ひ
と
り
の
思
い
を
つ
な

い
で
～
」
を
演
題
に
月
亭
太

遊
さ
ん
が
脚
本
。
本
市
の
歴

史
・
文
化
や
、
安
心
に
暮
ら

す
た
め
に
何
が
必
要
か
を
笑

い
と
感
動
を
織
り
交
ぜ
て
劇

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

公
演
の
見
ど
こ
ろ
は
？

月
亭
太
遊
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

こ
の
劇
で
は
、「
笑
い
」
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
地
域
生
活
で
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
先
日
、
劇
中
に
登
場
す
る
大
住
隼

人
舞
が
い
か
に
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る

か
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
お
ろ
そ
か
に

さ
れ
が
ち
な
地
域
の
芸
能
の
重
要
性
に

気
付
き
ま
し
た
。
私
の
出
身
地
・
大
分

県
竹
田
市
で
も
「
神
楽
（
か
ぐ
ら
）」

◆第２０回社会福祉大会◆
日にち＝ 3月 30 日㈰
時間＝午後 1時 30 分～ 3時
場所＝中央公民館
対象＝市内に在住・通勤・通学
する人
内容＝式典・公演会
参加費＝無料
定員＝先着 400 人
申込方法＝電話かＦＡＸ・はがきに
住所・氏名・連絡先を書いて申し
込んでください。１回につき５人
まで申し込みができます
しめきり＝ 3月 25 日㈫（必着）
申込・問合せ先＝社会福祉協議
会（〒 610-0332 京田辺市興戸犬
伏 6-5、☎ 62-2222、ＦＡＸ 65-4962）

月亭太遊さん
落語家・月亭八方さんの孫弟子にあたる若
手落語家で、二代目の “ 京都府住みます芸人 ”
に。「京田辺に住んでもらえれば」という石井
市長の一声で、この春、“京田辺市に住みます ”
芸人に !!

『
近
鉄
沿
線
謎
解
き
散
歩
』

松
尾
光
／
編
著

㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
／
発
行

3 分間で何回跳べる？新記録にチャレンジ

地域のみなさんが支えてくれました

「
こ
う
す
る
と
簡
単
に
取
れ
る
よ
」

幼
稚
園
児
に
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス

を
優
し
く
教
え
ま
し
た
。

私
た
ち
も
低
学
年
の
時
は
、
高

学
年
の
人
た
ち
に
頼
っ
て
ば
か
り

で
し
た
。
今
に
な
っ
て
、
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
考
え

て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
２
月
に
は
「
６
年
生
を
送

る
週
間
」
が
あ
り
ま
す
。
１
～
５

年
生
が
私
た
ち
の
た
め
に
、
遊
び

や
色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
く
れ
ま
す
。
５
年
生
を
中
心
に

思
い
出
に
残
る
取
り
組
み
を
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
畑
の
学
校
◆

４
月
、
前
の
年
の
６
年
生
か
ら

受
け
継
い
だ
種
で
黒
豆
の
苗
を
育

て
、
畑
に
植
え
ま
す
。
夏
に
は
、

水
や
り
・
草
引
き
・
と
う
も
ろ
こ

し
の
種
ま
き
な
ど
の
作
業
を
し
ま

し
た
。
１０
月
に
は
、
普
賢
寺
幼
稚

園
の
園
児
と
黒
豆
・
と
う
も
ろ
こ

し
を
収
穫
。
２
月
に
は
、
収
穫
し

た
黒
豆
を
使
っ
て
、
味
噌
づ
く
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
黒
豆
を
育
て
て
、
本
当

に
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
知
恵
と
体

力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
作
業
す
る
に
つ
れ
新
し
い
知

識
が
増
え
て
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
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